
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（⼀般）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 ⾶⽣アートコミュニティー

住所 〒059-0642 北海道⽩⽼郡⽩⽼町⽵浦520

団体区分 任意団体 スタッフ数 70 名
代表者⽒名（カナ） クニマツ キネタ

役職 代表 年代 40代後半
代表者⽒名 国松 希根太

団体URL1 https://tobiu.com/

団体URL2 https://www.instagram.com/tobiuofficial/

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） モリシマ ヒロシ
役職 パフォーマンスディレクター 年代 40代後半

申請者⽒名 森嶋 拓

連絡先 e-mail hm@racka-sapporo.com 電話番号 080-5591-0098

住所

（書類の送付先）
〒063-0801 北海道札幌市⻄区⼆⼗四軒⼀条6丁⽬1−3−401

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） モリシマ ヒロシ
役職/肩書 パフォーマンスディレクター 年代 40代後半

⽒名 森嶋 拓

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2011年9⽉ 2011年から現在に⾄るまで、⾶⽣芸術祭のパフォーマンス部⾨を担う
2012年7⽉ CONTE-SAPPORO Dance Centerのプロデューサーに就任
2015年2⽉ コンテンポラリーダンスフェスティバルを現在に⾄るまで毎年開催
2017年2⽉ 北海道舞踏フェスティバルを2024年まで毎年主催
2018年9⽉ ⽩⽼町内の住⺠企画「まち×ひと×アート」をプロデュース（2022年まで）
2019年8⽉ NPO法⼈JCDNと協働して「振付家育成事業」を2024年まで実施
2022年11⽉ 北海道×九州⽂化芸術交流をプロデュース（2024年まで）
2024年6⽉ NPO法⼈コンカリーニョと「教育×アート」事業をはじめる
2025年4⽉ 教育×アートのネットワーク「スパークプラグアライアンス」を⽴ち上げる

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

2016年度, 2019年度, 2020年度    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

菊地 ⾠徳 40代後半 株式会社haku 北海道⽩⽼郡⽩⽼町
⽩⽼町でギャラリーなどを運営しており、同時企画
や商品開発などで幅広く連携

⻫藤 拓⼤ 60代前半 ⾶⽣福祉館 北海道⽩⽼郡⽩⽼町
⾶⽣福祉館の管理運営ならびに、⾶⽣地区の町
内会⻑も務めており、運命共同体のような存在

原⼝ 弘⼦ 60代後半 地域住⺠ 北海道⽩⽼郡⽩⽼町
幅広いネットワークをもち、地域をつなぐコーディネー
ターとして、⾶⽣の活動に不可⽋な存在

⽥中元 70代 ⾶⽣福祉館 北海道⽩⽼郡⽩⽼町
⾶⽣地区で⻑年にわたって町内会⻑を務めてき
て、⾶⽣の歴史と⽂化について教えてくれている

曽根 ⼀ 60代後半 ⽵浦物産⽵材店 北海道⽩⽼郡⽩⽼町 ⾶⽣のある⽵浦というエリアで⻑年にわたって⽵材店を経
営。資材提供をはじめ、様々な⾯でご⽀援いただいている。



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 地域型芸術祭

活動テーマ 郊外（の地域振興）

事業名 創⽴40周年記念 ⾶⽣芸術祭2026「僕らは同じ夢をみる」（仮）
2026年度の活動期間 2026/03/20 〜 2025/10/26

活動に従事するスタッフ数 15名

1. 団体の活動の概要

1986年に廃校となった⽩⽼町・旧⾶⽣⼩学校を拠点に、⽇本中からアーティストを含む多様な⼈々が出⼊りをする、森とアート
のコミュニティを形成しています。
校舎を共同アトリエとして活⽤する⼀⽅で、春から秋にかけて⾏う森づくりの拠点にもなっており、地域の⼈々の交流の場や、災
害時には避難所としても機能しています。
2010年より「⾶⽣芸術祭」を毎年開催。
⾃然と芸術、⼈と表現が交わる場を育み、⼟地の記憶を次世代へつなぎつつ、⼿を広げすぎない「⼩さな芸術祭」として持続的
な創造の循環を⽬指しています。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 10年以上

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

1986年5⽉ ⾶⽣アートコミュニティーを設⽴（第⼀世代）

2010年8⽉ 第⼆世代が初めて「⾶⽣芸術祭」を開催

2011年9⽉ ⾶⽣芸術祭の名物イベント「TOBIU CAMP」が初開催

2020年9⽉ コロナ禍で「トビウの森と村祭り」を初開催

2024年9⽉ 14回⽬となる⾶⽣芸術祭を開催

3. 活動エリアについて

活動エリア 北海道 ⽩⽼町旧⾶⽣地区

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

⾶⽣（とびう）は北海道⽩⽼町の⼭裾近くにある、10世帯未満の⼩さな集落です。
造材・製炭業、牧場経営、さらには鉱⼭での採掘が営まれていた歴史があります。
地名「⾶⽣（Tupiu）」には、アイヌ語で「ネマガリダケ（根曲がり⽵）が多いところ」とする説と、「⿊き⿃
という名の⿃にちなむ」とする説が伝わります。
過去には軽便鉄道が敷かれ⼈⼝が多かった時代がありましたが、鉱⼭の閉⼭以後は⼈の営みが静まり、
近隣に広がる森が主要な⾵景をなしています。旧⾶⽣⼩学校が1986年に廃校となった後は、アーティスト
が集う共同アトリエとなり、この地域と共に歩んできました。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

1）限界集落化と消えゆく地域社会
⾶⽣地区では⾼齢化や⼈⼝減少が進み、現在10世帯を切っている。交通・買い物・学校・医療などの⽣活インフラが無
い奥地では、⼈⼝増加は望めない。暮らしや⽂化の継承を⽀えてきた仕組みがゆっくりと途絶えつつある。
２）開発がもたらす環境の崩壊
近年、採⽯業者の採掘による⼭や⼟地の掘削がもたらす地形崩壊。メガソーラー業者の進出による景観の崩壊。これらに
よって動植物の住処の崩壊や移動経路の分断、美しい景観の損失が続いている。
３）⼟地の記憶の継承
地域の衰退と環境変化の中、地域が営んできた歴史、⾵⼟、⼟地の記憶や⽂化を私たちの活動においてどのように残し
ていけるか。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

弊団体は39年間にわたってこの地に根を張り、催事や清掃活動など、町内会の⼩さな営みに積極的に関
わり続けてきた。この限界集落において、マンパワーや施設の維持管理、開かれた交流拠点という意味で
も、いまや地域に⽋かせない存在である。年齢や背景の異なる多様な⼈々が⼀年中通い続け、⼟地に賑
わいを創出しながら活動を継続していることは、住⺠にとってひとつの希望となっている。衰退する地域の流
れに抗うことは難しいが、アートを通して地域を⾒つめ、作品を通して記憶や⽂化の断⽚を可視化すること
はできる。地域に関わり続けること、そして芸術祭を通して発信し続けることが、これまで続けてきた営みの芯
である。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

弊団体は、活動規模を拡⼤していた時期、災害やコロナ禍で活動を縮⼩した時期を経て、規模拡⼤とは逆⽅向の「⼩さな芸

術祭」を選び、純度を⾼める挑戦を続けてきた。

これまでの⽩⽼町という範囲から、視点を町内会にまでさらに絞り込むことで、より狭く、より深い表現に⾏く着くことを期待してい

る。

40年という節⽬に、これまでの歴史に光をあてつつ、懐古にとどまらず、新世代のアーティスト、企画者、そして観客を迎え⼊れ、

過去と未来を往復しながら、⾶⽣という⼟地の芸術祭を⾒つめなおしていきたい。

美術・⾳楽・⾝体表現・写真・環境などの専⾨⼈材が集う“共異体”としてのコミュニティの⼒を活かしつつ、アートを通して、⼈と

⼈、⼈と⼟地の関係をもう⼀度確かめていく。

⼩さな集落から⽣まれる気づきや共感こそ、私たちの新しい表現への挑戦である。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

活動40周年⽬となる⾶⽣芸術祭2026では「地域の記憶を可視化し、次世代へつなぐこと」を⽬的に、３本の柱軸の中で複数の
表現を実践する。
過去）
⾶⽣の歴史や⽣活⽂化の時間軸を遡るタイムトンネルは、2016年に故・宇佐美祥⼦が⼿がけた同名のプロジェクトを新たにリメイ
ク。国松希根太らが⾏い、⾶⽣地区と芸術祭40年の軌跡を記録・可視化。
アキタヒデキなどの写真を⽤い、光と⾳響を活かした空間展⽰を予定。
現在）
40周年記念式典の舞台作品化を模索中。振付・演出はこれまで関わってきた平原慎太郎、鈴⽊明倫などが候補。
また、弊団体のメンバー主催の既存独⽴イベント「OTOTO TABI」「北海道舞踏フェスティバル」とのコラボも実施予定。
夜間には⾼橋正和の照明を中⼼とした「ナイトフォレスト」を企画、闇と光のあわいを感じる景⾊の中で、⾝体的に森と関わる体験
を創出。
未来）
新世代の若⼿アーティスト（現在検討中）による展⽰やパフォーマンスの場を設け、企画運営を任せることで、新しい⼈の流れを⽣
み、次世代への継承を促していく。

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2025年12⽉ 地域へのリサーチを開始

2026年1⽉ 招聘アーティストの選考と決定

2026年3⽉ 森づくり活動、芸術祭に向けた本格的な準備の開始

2026年9⽉ 創⽴40周年記念 ⾶⽣芸術祭2026「僕らは同じ夢をみる」（仮）を実施

2026年10⽉ 納会にて、活動の振り返りを実施



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

定性⽬標
1.地域住⺠や地元企業が、芸術祭を契機に地元資源の魅⼒や潜在する可能性を⾃覚すること
2.⽩⽼市街地の住⺠および⽂化関係者が、⾶⽣地区や弊団体に対し新たな関⼼を寄せる契機を⽣むこと
3.組織内における若年層の参画促進と、次世代軽症の意識を⾼めること
4.限界集落における現実と向き合い、それぞれが地域の在り⽅を考える契機を⽣むこと。
定量⽬標
1. 芸術祭期間中の延べ来場者数：1週間で1,000名以上
2. 地元住⺠、卒業⽣など地域協⼒者との関り：15名以上
3. 地域外からの創作・運営協働（新たな関係創造⼈⼝）：新規30名
4. SNSフォロワー数7,500⼈を⽬標に情報発信⼒を強化。
評価・検証
来場者数やSNS分析、参加者アンケート、地域内での反響などを通じて客観的に検証する。
また、町内会や協⼒者からのフィードバックを次年度以降の企画運営へ反映し、地域・世代・外部がゆるやかにつながり続ける状
態を⻑期的な成果指標とする。

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

1980年代から2000年代までは第⼀次世代がこの場を築き、守ってきた。

2000年代から現在に⾄るまでは第⼆世代が活動を拡げ、⾶⽣芸術祭の名は海外にも届くようになった。

当初30代であった主要メンバーも今では50歳前後となり、それぞれの分野で専⾨性や影響⼒を持ちはじめている。

⼀⽅で、こうした成熟は同時に「次の担い⼿をどう迎え⼊れるか」という課題を浮かび上がらせている。

40周年事業は、そのバトンを第三世代にどう受け渡すかを考える節⽬である。

翌年度以降は、若⼿メンバーや新しいアーティストが主体的に関われる場を増やしていきたい。

ただし、⼿は広げ過ぎず、⾝の丈にあった持続可能な活動を意識し続ける。

⾶⽣の強みは、ここだけにしかない時間と関係性であり、それを守りながら更新していくことが重要である。

今後は、芸術祭に限らず年間を通じた制作や森づくりを継続しながら、アーティスト、企画者、会社員、⽊こり、主婦、猟師な

ど、分野を越えて⼈が⾏き交うこのオープンな環境を維持していく。

久しぶりに訪れる⼈が新しい誰かを連れてきて、また次の世代へとつながっていくような、そんな⾃然な循環そのものが、⾶⽣という

場の⼒であり、継承のかたちでもある。

10年後の50周年を「第三世代が⾃らの⾔葉で⾶⽣を語る年」と位置づけ、持続可能な循環を⽬指していく。

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

今はわからない



＜活動の様⼦＞

森の中に点在する作品の数々。こ
の作品は永⽥まさゆき「⾶⽣橋」

⾶⽣芸術祭で⾏われた舞踏パ
フォーマンス。踊り⼿は⽯井則仁。

アトリエでの制作⾵景。アーティスト
は国松希根太。



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 3000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 新世代アーティスト展⽰費⽤ 600千円 招聘作家3組×20万円

消耗品費 タイムトンネル材料費 200千円 ⽊材を中⼼に20万円を想定

会場費・借料 タイムトンネル機材費 60千円 ⾳響機材6万円（スピーカー、ミキサーなど）

謝⾦・委託費・⼈件費 ナイトフォレスト 110千円 照明デザイン＋作業費（⾼橋正和）11万
円

会場費・借料 照明機材費レンタル 110千円 屋外⽤ライト30個程度

謝⾦・委託費・⼈件費 記念式典舞台作品 演出料 200千円 平原慎太郎、鈴⽊明倫のうち1名もしくは両
者

謝⾦・委託費・⼈件費 記念式典舞台作品 出演者 450千円 30,000円×⾳楽や舞踊の演者15名程度

旅費交通費 往復交通費、宿泊費（簡易宿泊含む） 300千円 ⾶⾏機代往復4万円×3⼈、宿泊費5000
円×12⽇×3⼈

謝⾦・委託費・⼈件費 現地ガイド・コーディネーター 200千円 2名×100,000円（招聘作家3組のアテン
ド）

会場費・借料 森エリア（屋外）の電気⼯事と発電機借料 270千円 配線⽤電線5万円、分電盤5万円、発電機
本体5万円、燃料2万円、作業費10万円

広報宣伝費 広告⽤動画×3種 250千円 制作費5万円×3種、広告配信費10万円

広報宣伝費 チラシ正⽅形（特殊サイズ）20,000枚 250千円 制作費10万円（イラスト6万円、デザイン4
万円）印刷費15万円

合計 3000千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 3000千円 助成⾦ 福武財団 3000千円

寄付 来場者からの寄付 300千円 ⼊り⼝に募⾦箱を
毎回設置している

謝⾦・委託費・⼈
件費 受付清掃スタッフ 200千円 1,000円×2名

×10⽇間

事業収⼊ グッズの販売 400千円 Tシャツ、帽⼦などを想
定（詳細は未確定） 会場費・借料 仮設トイレ（運搬・清掃

料など全て込み） 200千円 4万円×5台

寄付 企業協賛 500千円 10,000円×50
社想定

謝⾦・委託費・⼈
件費 森の展覧会 300千円 作家15万円

×2

事業収⼊ 会場使⽤料 150千円 コラボイベント
OTOTOTABI

謝⾦・委託費・⼈
件費 森の展覧会 500千円 作家5万円

×10

事業収⼊ 会場使⽤料 150千円 コラボイベント北海
道舞踏フェスティバル その他、諸経費 グッズ制作費 150千円 Tシャツ、帽⼦などを想

定（詳細は未確定）

クラウドファンディン
グ CAMPFIRE 500千円 その他、諸経費 記念誌の作成 400千円 32ページ、500

部を想定

⾃⼰資⾦ ⾃⼰資⾦ 50千円 その他、諸経費 記録費 300千円 写真15万円、
映像15万円

合計 5050千円 合計 5050千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


